
                                                                                                                               

令和５年度 原中教育活動のテーマ    

「「自自らら考考ええ、、判判断断しし、、主主体体的的にに行行動動ででききるる生生徒徒をを育育ててよようう」」  
自己肯定感を高め、適切な表現力を身に付けよう！ 

寄り添い、伸ばす（生徒に寄り添い、生徒の個性や能力を引き出し、伸ばす） 

令和５年度 原中学校 学校経営方針  校長 水井雅史  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

  実現のための具体的な４つの重点項目 

１ 学習意欲の向上と基礎学力

の定着 

・「わかる、できる、おもしろい」授業 

 を創る。 

・デジタル化を推進し、つながりのあ

る教育活動を工夫する。 

２ 学習指導要領の定着 

・主体的に学ぶ生徒を育成する。 

・指導と評価の一体化を図る。 

・カリキュラム・マネジメントを工夫し、

教育活動の充実を図る。 

・探究的な学習を推進する。 

３ 人間関係力の育成 

・円滑な人間関係を築くためのスキ

ルを習得する。（表現力の育成） 

・基本的な生活習慣の定着を図る。 

・夢の実現に向けて、キャリア教育

を推進する。 

４ 未来を拓く体験活動 

・ＳＤＧｓ、防災・ボランティア活動 

人権教育、食育、環境教育を推

進する。コロナ禍での学校行事

や生徒会活動、部活動の充実に

努める。 

★授業ユニバーサルデザインを 
工夫した授業改善 

★タブレットＰＣの活用 
・「eライブラリー」の導入 
・家庭学習と授業の連携 
・朝学習の工夫と充実 

★夏季補充教室 
(基礎学力向上支援事業の実施) 

★各種検定の充実（英検、漢検等） 

★「主体的･対話的で深い学び」の 
授業実践 

★「考え、議論する道徳」授業と評価
の実施 

★「総合的な学習の時間の充実」 
・電子百科事典「Sagasokka」の活用 

★読書活動・図書館活用の推進 
★校内研修会の充実 
★校内ＯＪＴの推進 

★「Q-U」を活用した円滑な人間関
係力の育成 

★「いじめ」「不登校」への適切な対応 
  ・学習室の充実 
★キャリア教育の推進 

・「みらいラボ」の実施 
・「キャリア・パスポート」の活用 

★カウンセリング機能の充実 
・「ほっとルーム」の活用 

★「I-CLASS」の充実 

★人権教育の充実 
★プログラミング教育の推進 
「Pepper for education」 

★地域活動への参加促進 
 ・防災教育の推進 
★ＪＲＣ活動を生かした生徒会活

動の充実(ＳＤＧｓの推進) 
★校花栽培・緑豊かな環境整備
 ・サクラソウの栽培・原中農園 
★学校行事、部活動の充実 

荒川区の【教育ビジョン】 

 「未来を拓き、たくましく生きる子どもを育成する」 
１ 夢につながる主体的な学び 
２ こころとからだの健全育成 
３ 体験的な学習活動を通して、よりよい未来社会を作る 
４ 教師が育つ学校を作る 
５ 学校・家庭・地域が強いスクラムを組んで子どもたち 
a を育てる 
６ 良好な教育環境と体制を整える   
 

【原中学校の教育目標】 

１ 人を大切にする、心豊かな生徒の育成 

 ２ 進んで考え学ぶ生徒の育成 

 ３ 健康で、根気強い生徒の育成 
 

本校の教育ビジョン 

○こころとからだの健全育成 

○学習意欲と基礎学力の向上 

○体力及び運動スキルの向上 

○体験的な学習の充実 

○ルールの遵守と判断力の育成 
○特別支援教育の充実 


